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「やるべきこと」でなく「できること」を増やす
計画作成時は、「やるべきこと＝必要性」の観点で検討しますが、
計画作成後は計画した内容を「できること＝着実性」としていく取
組をとして『避難訓練』と『振り返り』を行いましょう。

常に疑問の姿勢で取り組む
計画で想定したとおりに災害が発生するとは限らず、実際の災害時
の職員や利用者の状況も様々です。避難訓練では、経験や前例だけ
に囚われず、「想定外はないか」「より効果的に避難できる工夫が
ないか」といった視点で、作成した計画を確認しましょう。

助け合いにより解決できることがある
「施設単独でできること」以外に、「施設単独では解決できないこ
と」があるかもしれません。そのような場合、地域関係者や他の施
設など、地域との連携によって解決「できること」を増やすことが
可能です。まずは、地域との関わりを持つことから始め、解決の糸
口を探りましょう。
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計画作成後の取組
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出典：国土交通省HP「要配慮者利用施設における避難確保に関するｅラーニング教材」より加工して作成

https://www.mlit.go.jp/river/bousai/main/saigai/jouhou/jieisuibou/pdf/e-learning.pdf 4

参考・訓練の種類（１／３）

訓練種類 立退き避難訓練 屋内安全確保訓練

訓練
イメージ

施設内移動 ⇒ 車両への移動、徒歩⇒
避難先（利用者の支援）

施設上階への移動（階段・エレベーター）⇒
上階での利用者の支援

 利用者を避難先に移動させる訓練としては、立退き避難訓練と屋内安
全確保訓練があります。

 立退き避難訓練は、施設外の避難先に利用者を移動させる訓練です。
 屋内安全確保訓練は、施設の上階などに利用者を移動させる訓練です。
 可能であれば、訓練は職員のみならず、避難支援協力者の参加も得て

行うようにしましょう。
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訓練種類 図上訓練 情報収集・情報伝達訓練 避難経路等の確認訓練

訓練
イメージ

・地図等を活用したイメージ訓練 ・日頃からの気象情報等の確認
・施設内での情報伝達訓練

・避難先までの移動時間の確認
・大雨時における安全性の確認
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参考・訓練の種類（２／３）
 図上訓練は、避難先までの立退き避難訓練や屋内安全確保訓練のシミュ

レーションを行う訓練です。情報収集・情報伝達訓練を合わせて行う場
合があります。

 情報収集・情報伝達訓練は、避難に必要な防災気象情報や避難情報を収
集し、その情報を職員や避難支援協力者等に伝達する訓練です。

 避難経路等の確認訓練は、現地を実際に見て、避難先や避難経路の安全
性等について確認する訓練です。

出典：国土交通省HP「要配慮者利用施設における避難確保に関するｅラーニング教材」より加工して作成

https://www.mlit.go.jp/river/bousai/main/saigai/jouhou/jieisuibou/pdf/e-learning.pdf
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参考・訓練の種類（３／３）

 設備・装備品・備蓄品・持ち出し等の確認訓練は、避難に必要な設備や
装備品の点検や備蓄品の在庫確認、避難先への持ち出し品を準備する
訓練です。

出典：国土交通省HP「要配慮者利用施設における避難確保に関するｅラーニング教材」より加工して作成

https://www.mlit.go.jp/river/bousai/main/saigai/jouhou/jieisuibou/pdf/e-learning.pdf
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防災体制＞避難開始のタイミングの考え方

 避難開始は、原則として市町から警戒レベル3高齢者等避難が発令され
た時です。ただし、利用者全員の避難完了までに多くの時間を要する場
合は、この発令を待つことなく早めに避難を開始することが必要です。

 夜間の避難は危険を伴うことから、夜間に災害の発生が切迫するおそ
れがある場合には日没までの立退き避難を完了するようにしましょう。

 通所型の施設の場合は、事前休業を選択することが、利用者の安全確
保につながります。事前休業の実施基準を満たした場合は、躊躇するこ
となく事前休業の実施を判断することが重要です。
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出典：国土交通省HP「要配慮者利用施設における避難確保に関するｅラーニング教材」より加工して作成

https://www.mlit.go.jp/river/bousai/main/saigai/jouhou/jieisuibou/pdf/e-learning.pdf
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参考・施設おける防災体制の例

 利用者の円滑な避難を確保するためには、防災体制を機能的に組織
する必要があります。

 職員だけで利用者の避難支援が困難な場合には、地域住民や利用者
の家族、地元の企業等の外部の協力も得て体制を構築しましょう。

 また、夜間や休日などに迅速に駆けつけることができる緊急参集者
も決めておくことが重要です。

職員一人一人が担当する内容を把握し、いざというときに対応できるようにしましょう！

②情報収集や伝達を担当する
「情報連絡班」

③利用者の避難支援を担当する
「避難誘導班」

④避難に必要な設備や装備品等を
点検し準備する「装備品等準備班」

①全体を指揮する
「統括指揮者」

非 常 口

出典：国土交通省HP「要配慮者利用施設における避難確保に関するｅラーニング教材」より加工して作成

https://www.mlit.go.jp/river/bousai/main/saigai/jouhou/jieisuibou/pdf/e-learning.pdf
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レベル 統括指揮者 対応イメージ

警戒レベル１
災害への
心構えを

高める段階

・状況把握、指揮
・体制確立の判断
・事前休業の判断

警戒レベル
２

＜注意体制＞

・状況把握、指揮
・職員等召集
・（避難開始判断）

警戒レベル
３

＜警戒体制＞

・状況把握、指揮
・避難開始判断

警戒レベル
４

＜非常体制＞

・状況把握、指揮
・避難先での利用者支援の監督
・（緊急安全確保の判断）
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参考・総括指揮者の役割の例

 統括指揮者の役割は、状況を把握し全体を指揮することです。
 警戒レベル等に応じて、職員等の召集や避難開始の判断を行います。
 通所施設においては、事前休業の判断も行います。

事前休業の判断も
考えておこう！

明日、警報が発表される可能性が高い。
高齢者等避難が発令されるかもしれない。
避難の手順を確認しておこう。

避難場所まで
避難を開始します

川の水位が
キケンです

情報連絡班 統括指揮者

施設の体制を
整えてください

夜中に、高齢者等避難が
発令されるかもしれない。
参集職員に声をかけておこう。

利用者の状況
確認及び支援

出典：国土交通省HP「要配慮者利用施設における避難確保に関するｅラーニング教材」より加工して作成

https://www.mlit.go.jp/river/bousai/main/saigai/jouhou/jieisuibou/pdf/e-learning.pdf
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参考・情報連絡班の役割の例

 情報連絡班の役割は、防災気象情報や避難情報を収集し、統括指揮者
や職員に情報を伝達することや、市町村等の関係機関や避難先、利用
者の家族と連絡を取り合うことです。

出典：国土交通省HP「要配慮者利用施設における避難確保に関するｅラーニング教材」より加工して作成

https://www.mlit.go.jp/river/bousai/main/saigai/jouhou/jieisuibou/pdf/e-learning.pdf
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参考・避難誘導班の役割の例

 避難誘導班の役割は、利用者の避難誘導を行うことです。
 避難誘導を行うにあたって、事前に誘導方法の確認や避難ルートの

確認を行います。避難完了後は、利用者の点呼も行います。

出典：国土交通省HP「要配慮者利用施設における避難確保に関するｅラーニング教材」より加工して作成

https://www.mlit.go.jp/river/bousai/main/saigai/jouhou/jieisuibou/pdf/e-learning.pdf
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参考・装備品等準備班の役割の例
 装備品等準備班は、避難に必要な設備や装備品、備蓄品、避難先へ

の持ち出し品等を点検し準備します。
 また、避難に必要な移動用の車両手配や避難先への持ち出し品の運

搬、利用者への装備品の装着等を行います。

出典：国土交通省HP「要配慮者利用施設における避難確保に関するｅラーニング教材」より加工して作成

https://www.mlit.go.jp/river/bousai/main/saigai/jouhou/jieisuibou/pdf/e-learning.pdf
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避難訓練における留意点

訓練の実施

（実際はどうだった）

なぜ、

そうなった

何をしよう

としていた

次はどう

改善すべきか AAR※

 避難訓練は、毎年実施することが重要です。

 また、訓練結果は市町村に報告する必要があります。

 訓練終了後には、参加者により訓練の振り返り（AAR※）を実施し、
必要に応じて避難確保計画を見直すとともに、避難体制の改善につ
なげるようにしましょう。

 訓練結果の振り返りを適切に実施するためには、あらかじめ訓練の
目的と目標を決めておくことが重要です。

目標の設定が
重要です。

※AAR（After Action Review）とは、訓練で明らかになった失
敗や課題を当事者同士で議論し、次への改善や教訓として組織
の災害対応に活かす「ふりかえり」です。

１．何をしようとしていた？
２．実際はどうだった？
３．なぜそうなった？
４．次はどう改善すべきか？

＜振り返り（AAR）のイメージ＞

５分程度でできるので、
是非、やってみましょう。

出典：国土交通省HP「要配慮者利用施設における避難確保に関するｅラーニング教材」より加工して作成

https://www.mlit.go.jp/river/bousai/main/saigai/jouhou/jieisuibou/pdf/e-learning.pdf
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みえ防災・減災センターが提供する訓練のための支援資料

実働訓練編

避難訓練（実働訓練）実施マニュアル 実働訓練の実施から報告までを解説するマニュアル

タイムテーブル例 訓練実施のタイムテーブルの例

訓練状況付与（例） 訓練進行補助ツールとしての例

避難訓練（実働）チェックリスト 図上訓練後の振り返りに使用するチェックリスト

図上訓練編

避難訓練（図上訓練）ＤＩＧ実施マニュアル 図上訓練の実施から報告までを解説するマニュアル

ＤＩＧツール 図上訓練を実施する上で活用いただくツール

避難訓練（図上）チェックリスト 図上訓練後の振り返りに使用するチェックリスト

 訓練の計画から、実施、振り返り、市町への報告ができるよう、以下
のようなマニュアル等の一連の情報をまとめて公開しています。

訓練の報告・見直し

訓練報告様式・説明資料 図上訓練の実施から報告までを解説するマニュアル

避難確保計画見直しチェックリスト ※計画作成チェックリストと同じ




